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非線形科学・複雑系科学 ＆ 数理モデリング
非線形ダイナミクス、複雑ネットワーク、結合振動子系、
多体ダイナミクス、非線形時系列解析、……
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成果 PV予測改善と複数地域グリッド(鈴木G)
研究成果

今後の展開

他のPV予測手法との連携・融合
時空間PVデータに対する予測手法
階層的グリッドへの展開
慣性定数・同期化力低下時の安定性

 無限次元の埋め込みに基づく時系列予測手法
を提案し、PV予測に適用

⇒ 既存の非線形時系列予測で用いられてきた
埋め込み座標を無限次元に拡張

⇒ PV予測に適用することにより精度改善
（特にこれまで悪かった午前中が改善）

 複数地域を結合させた電力グリッドの安定性

⇒ 複数地域グリッドモデルの安定性を解析し、
数値シミュレーションにより検証

⇒ 安定性の観点から最適な地域間結合

無限次元の埋め込みによるPV予測改善国際誌論文１編ほか

最適な地域間結合



地球科学・エネルギー需要科学との接点？

• 非線形時系列解析

各種の時系列データの背後にある
非線形ダイナミクスの解析と予測

• クラスタリング

ネットワーク構造に基づくクラスタリング

データや現象の類型化に役立つ？

• モデリング

主に動的システムのモデリング

ネットワーク結合系・不連続ダイナミクス



非線形時系列予測手法によるPV等短期予測

現在 未来

現況把握
衛星データ

地上観測データ

長期予測
気象予測

（数値モデル）

短期予測
非線形時系列

予測

• モデルに基づかない高速な予測計算で短期予測

• ひまわり8,9号の高解像度・高頻度観測データ等を
念頭に、短期＋時空間予測を行う手法を開発したい

• 時系列データならば適用することは可能
→ 需要データ等への応用可能性？

数分先 数時間先 翌日



ネットワーク構造に基づくクラスタリング

Map Equation [Rosval & Bergstrom, PNAS, 2008]

• ネットワーク構造＋その上の流れ

– 例：人の移動データ

• 移動の軌跡の記述長を最小にする符号化が
階層的クラスタリング・コミュニティ構造を
与える

• 気象データ・需要家データの分析やモデリング
において、この種のクラスタリング・類型化が
役立つ可能性？



Map equationとは [6,7]？
・ネットワーク上のランダムウォーカーの軌跡を記述する符号長L(M)を最小
化することで、階層的なクラスタ構造・クラスタ数が内生的に決まる

・ネットワーク上を流れに基づいたクラスタリングに適すると言われている
・階層的なMap Equationの方法も提案されている[7]。ここで、

：クラスタ間の遷移の符号長
：クラスタ内の遷移の符号長

図：Rosvall (2008)


